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令和２年度「全国子ども会安全共済会」説明会は、新型コロナウイルス感染症の
緊急事態宣言が発令されていたために開催することができませんでした。
改めて、令和３年度の共済会の内容を掲載いたします。

①共済契約者は市町子連代表者
②補償の対象となる子ども会活動は
計画に基づき、1名以上の大人の管理下にある活動。
また、その活動のために計画された準備活動。
自宅と会場間の往復途中も含まれます。

③共済金
死亡共済金 600万円
後遺障害共済金 7万円～600万円（後遺障害程度による）
医療共済金 健康保険等を適用した医療費総額の30%

事故発生から180日目までの通院が対象
限度額 50万円（総医療点数が333点以下は支払い無し）

④年会費 1人200円（10月以降加入は190円）
《内訳》共済掛金 50円（10月以降加入は40円）

全子連運営費 20円
県子連会費 130円

⑤当年度の5月31日までに県子連に加入手続きを済ませることで4月1日にさかのぼって加入
資格を得ます。（ただし、前年度末日までに共済契約者が共済契約を申込んだ場合に限
る。）

安全共済会とは別の保険ですが、安全共済会に加入すると自動的に加入されます。
子ども会活動中の事故により、主催者以外の第三者が死傷、またはその財物に損害を
与えたことで、主催者が損害賠償責任を負担するときの補償。
保険料 全子連が負担。
保険金額（支払限度額）

身体障害 １名につき１億円（１事故５億円）
財物損害 １事故につき最高200万円（免責千円）
借用物損害 全子連年間累積１千万円が限度（免責1事故３千円）

保険期間 令和3年4月1日午後4時から令和4年4月1日午後4時まで

【子ども会安全共済会】

【子ども会賠償責任保険】

全国子ども会安全共済会説明会

【自転車保険】

令和３年度の自転車保険チラシの配布ありません。全子連ホームページをご確認ください。
URL⇒https://www.kodomo-kai.or.jp/



2

～～ I N FORMAT ION～～

【子どもたちの情報モラルを育てよう】

※保護者が正しく知っておきたい4つのポイント

令和2年度
※ 3月21日(日) 第3回理事会 13:30～ 栃木県教育会館 小ホール
※ 3月21日(日) 第3回市町子連会長会議 14:15～ 栃木県教育会館 小ホール

市町子連会長会議に於きましては、代理の方でも出席が可能です。
令和3年度
※ 4月25日(日) 第1回市町子連会長会議 13:30～ 栃木県教育会館 大会議室

市町子連会長会議に於きましては、代理の方でも出席が可能です。
※ 4月25日(日) 第1回理事会 15:00～ 栃木県教育会館 大会議室
※ 5月16日(日) 令和3年度県子連定時総会 14:00～ 栃木県教育会館 大会議室

※メンテナンス期間：3/15（月）～3/21（日）
★メンテナンス期間は、ネット加入関連手続きは出来ません。名簿・行事計画書等の確認もできなく
なりますので、ダウンロード等でデータ保存をお願いします。
★データ保存の詳細は、全子連ホームページ→安全共済会 ネット加入→単位子ども会②ネット加
入更新マニュアルをご覧ください。
★令和2年度のネット関連手続きは、3月14日（日）までになっています。3月15日（月）以降の手続
きは書面にてお願いします。
※令和3年度のネット加入手続きは、令和3年3月22日（月）から可能です。
（注：県子連の受付は、4月1日（木）からになります。）

「全国子ども会安全共済会」よりネット加入手続きについてお知らせ

内閣府・内閣官房・警察庁・消費者庁・総務省・法務省・文部科学省
・厚生労働省・経済産業省 2021年1月発行 チラシより

ⅰ 長時間利用の中身に着目！

ⅱ オンラインゲームで起きているトラブルとは！？

ⅲ SNSで誹謗中傷？いじめ？

ⅳ 写真・動画の安易な投稿が危険を招く！

連絡？遊び？それとも勉強？
どれだけ使っているかではなく、何に
どう使っているかが、肝心です。
一緒に確認しましょう。

ゲームプレイは“個”から“グループ”へ多様な遊
び方があります。

子どもがどんなゲームをしているか知っておくとと
もに、対象年齢に達しているかを確認したり、ペア
レンタルコントロール機能を活用したりして子ども
の安全利用を見守りましょう。

仲間外れや個人攻撃などの被害・加害を防
ぐためには、子どもが一人で悩みを抱えな
いように、普段から「困ったら何でも相談
にのるよ」と声掛けをし、相談されたら話
はじっくり聞いてあげてください。
誹謗中傷等は必要に応じて専門家にアドバ
イスを求めましょう。

気軽な投稿が他人を傷付ける恐れがあるこ
と、SNSにあげた言葉や写真は、後から取
消しできないことも子どもに伝えましょう

写真や動画を投稿することで、不快感や
トラブルを生むこともあります。トラブ
ルになる原因を親子で考えてみましょう。


